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キャッチ 通巻118号／1996.2.20 定価100円

ピス
自衛隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継続し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

世界化する日米安保と民衆の安全保障

米軍機誰が、どこで、何のために？

低全国自治体にアンケート調査

ヒロシマから0市民によるフランス原爆展の報告

ガンバレ；環！
がんばれl大田知事黄色ぃハガキを送ろう！
笠唸笞翌ー＝三-卜 1• 、 9 l |l, l l, 1「].ll9l'

●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）

個人 1口1000円 個人 1口 500円 3000円

団体 1口2000円 団体1口1000円
〈会費は本誌購読料を含みます〉

く検証＞
地位協定と市民〇
地域のイニシャティ
プによる基地返還
を（第2条）

←背表紙に記事

脱軍備ネットワーク

キャッチピース



天
平
洋
海
兵
隊
」

と
佐
世
保
・
沖
縄

ま
ず
最
初
に
、
冷
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
略
に
お
け
る
在
日
米
軍
の
重

要
性
を
、
数
字
の
上
で
も
正
し
く
つ
か
ん
で

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
頃
、
村
山
首
相
は
、
在
日
米
軍
四
万
七
千

人
体
制
は
あ
く
ま
で
崩
さ
な
い
、
そ
れ
を
前

提
と
し
た
上
で
基
地
の
統
廃
合
を
進
め
る
と

発
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
も
ほ
と

ん
ど
報
道
し
な
い
の
で
す
が
、
実
は
在
日
米

軍
の
数
は
も
っ
と
多
い
の
で
す
。
v

米
国
防
省
の
書
い
た
『
米
国
と
日
本
国
と

の
安
全
保
証
に
関
す
る
報
告
書
』
と
い
う
文

書
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
県
知
事
・
県
民
が
米
議

会
に
直
訴
し
て
、
苦
労
の
す
え
今
年
三
月
、
沖

縄
の
基
地
の
み
な
ら
ず
在
日
米
軍
全
体
に
わ

た
る
報
告
書
を
作
ら
せ
ま
し
た
。
＞
そ
の
中
の

「
在
日
米
軍
の
主
要
戦
力
」
と
言
う
統
計
を
見

ま
す
と
、
陸
上
配
備
兵
力
四
万
七
千
人
、
艦
上

配
備
兵
カ
一
万
二
千
人
と
は
っ
き
り
書
い
て

あ
る
。
日
本
を
拠
点
と
し
て
動
く
と
言
う
意

味
で
、
在
日
米
軍
の
主
要
戦
力
は
、
こ
れ
ら
の

合
計
、
つ
ま
り
五
万
九
千
人
と
認
識
し
な
い

と
い
け
な
い
。
こ
れ
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

で
共
同
官
言
の
よ
う
な
形
で
確
認
・
合
法
化

す
る
こ
と
を
日
米
と
も
に
期
待
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
予
期
に
反
し
、
今
回

の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
沖
縄
の
人
々
の

怒
り
が
火
を
吹
い
た
。
事
態
は
流
動
化
し
、
当

初
の
思
惑
通
り
行
か
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
来
て
い
る
の
が
、
い
ま
の
状
況
で
す
。

日
米
安
保
再
定
義
を
考
え
る
と
き
、
ま
ず
、

と
ら
え
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ
佐
世
保
の

果
た
す
重
要
性
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
七

年
間
の
動
き
の
中
で
、
最
も
大
き
く
変
化
し

た
の
が
佐
世
保
の
位
置
づ
け
で
し
た
。
ベ

ロ
ー
ウ
ッ
ド
の
佐
世
保
母
港
化
が
、
安
保
再

定
義
の
流
れ
の
中
で
、
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
、
ア

フ
リ
カ
ま
で
及
ぶ
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
最
近
初
め
て
私
も
認
識
し
た

こ
と
で
す
。

つ
い
最
近
に
な
っ
て
情
報
公
開
法
で
得
た

文
書
に
よ
っ
て
、
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
九

二
年
の
七
月
に
「
太
平
洋
海
兵
隊
」
と
言
う
も

の
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
実
を
踏
ま

え
る
と
、
今
ま
で
断
片
的
で
あ
っ
た
も
の
の

全
体
像
が
描
け
る
の
で
す
。
こ
れ
は
一
体
ど

在
日
米
軍
は

五
万
九
千
人

す。
ア
メ
リ
カ
は
ア
ジ
ア
西
太
平
洋

地
域
に
十
万
人
体
制
を
今
後
も
維

持
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

五
万
九
千
人
・
約
六
割
が
在
日
米
軍

で
あ
る
3

そ
れ
を
き
ち
ん
と
把
握
し

な
い
と
事
態
を
見
誤
り
ま
す
。

冷
戦
後
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
ジ
ア
戦

略
を
三
段
階
に
分
け
て
大
転
換
さ

せ
ま
し
た
。
八
八
年
か
ら
九
五
年
ま

で
の
七
年
間
で
、
そ
れ
を
ほ
ぼ
当
初

の
目
標
ど
お
り
に
完
成
さ
せ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
会
計
年
度
で
い
う
と
、
九

0
ー
九
二
年
が
第
一
期
、
九
―
―
―
i
九

五
年
が
第
二
期
、
九
六
ー
世
紀
末
ま

で
が
第
三
期
で
す
ぷ
有
々
と
進
ん
で

き
た
そ
の
計
画
が
、
最
後
の
段
階
を

い
ま
迎
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
「
安
保
再
定

義
」
と
は
、
長
年
の
議
論
の
結
果
生

ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
間
日

本
は
、
安
保
問
題
を
タ
プ
ー
視
し
、

冷
戦
後
の
安
全
保
障
に
対
す
る
何

の
準
備
も
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が

七
年
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
、
こ

の
冷
戦
後
の
日
米
安
保
体
制
を
、
延

期
さ
れ
た
村
山
・
ク
リ
ン
ト
ン
会
談

の
よ
う
な
部
隊
な
の
か
。

ア
メ
リ
カ
に
は
大
き
な
海
兵
隊
が

三
つ
あ
り
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

に
拠
点
を
置
く
第
一
海
兵
遠
征
軍
、

沖
縄
に
駐
留
す
る
第
三
海
兵
遠
征

軍
、
そ
し
て
大
西
洋
・
地
中
海
・
ア

フ
リ
カ
に
展
開
す
る
第
二
海
兵
遠
征
軍

で
す
。
太
平
洋
に
お
か
れ
た
第
一
、
第
三
の
海

兵
隊
は
、
共
同
訓
練
や
共
通
の
人
事
管
轄
を

持
つ
、
平
時
の
コ
マ
ン
ド
と
し
て
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
は
湾
岸
に
せ
よ
ッ
マ
リ
ア

に
せ
よ
、
第
一
海
兵
遠
征
軍
が
ま
ず
中
心
と

な
っ
て
動
く
。
沖
縄
の
部
隊
は
こ
こ
に
「
紛
れ

込
む
」
形
で
出
動
し
て
い
た
の
で
す
ぐ
「
沖
縄

か
ら
湾
岸
に
ど
れ
だ
け
海
兵
隊
が
出
た
か
」

と
情
報
公
開
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
ゼ
ロ
で
あ

る
」
と
解
答
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
安
保
体
制
の
―
つ
の
ゴ
マ
カ
シ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
の
で
す
が
、
つ
ま
り
、
沖
縄
か
ら
は

実
際
に
は
八
千
！
一
万
の
兵
が
動
い
た
と
言

わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
海
兵
遠
征

軍
の
看
板
で
参
加
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
う

し
た
運
用
の
仕
方
を
変
え
て
、
今
度
は
ハ
ワ

イ
に
司
令
部
を
置
く
―
つ
の
コ
マ
ン
ド
と
し

て
ま
と
め
よ
う
と
言
う
の
が
「
太
平
洋
海
兵

隊
」
で
す
。
在
日
海
兵
隊
と
米
本
土
の
海
兵
隊

と
が
、
統
合
的
に
動
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ

太
平
洋
海
兵
隊
が
で
き
て
間
も
な
く
沖
縄

3
 

海
兵
隊
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開

う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、

今
述
べ
た
三
つ

の
海
兵
隊
以
外
の
、

朝
鮮
半
島
の
在
韓
米

軍
所
属
の
海
兵
隊
も
、

平
時
に
お
い
て
は
太
平
洋
海

兵
隊
に
統
合
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
冷
戦
後

の
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
を
整
理
し
た
ペ
ン
タ
ゴ

ン
の
報
告
書
『
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

の
―
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
、
朝
鮮
半
島
の
有
事

と
湾
岸
危
機
が
同
時
に
起
こ
っ
た
と
し
て
も

対
処
で
き
る
現
実
的
な
体
制
作
り
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
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:~.. 世界化する日米安保と
民衆の安全保障

安保「再定義」の現場

佐世保で考える 梅林宏道ー・

ベローウッドの佐世保母港化は決定的
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に
、
「
第
三
一
海
兵
遠
征
軍
」
が
作
ら
れ
ま
し

た
（
J
こ
れ
が
実
は
、
そ
の
年
の
九
月
に
佐
世
保

に
母
港
化
さ
れ
た
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
に
乗
る
部
隊

だ
っ
た
の
で
す
(
J
)
二
千
人
規
模
の
、
小
さ
く
と

も
海
兵
隊
の
四
つ
の
要
素
（
歩
兵
、
飛
行
機
部

隊
、
支
援
使
役
部
隊
、
情
報
部
隊
）
を
す
べ
て

持
つ
、
完
結
し
た
、
い
つ
で
も
ス
タ
ン
バ
イ
で

き
る
部
隊
で
で
す
こ
そ
し
て
佐
世
保
に
は
九
二

年
十
一
月
、
「
第
十
一
水
陸
両
用
戦
隊
」
が
創

設
さ
れ
る
つ
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
を
中
心
と
し
た
、

揚
陸
艦
を
含
め
た
三
隻
体
制
の
部
隊
が
出
来

た
。
つ
ま
り
、
海
竃
の
佐
世
保
の
緊
急
派
遣
部

隊
が
、
沖
縄
の
第
三
一
海
兵
遠
征
軍
を
乗
せ

て
、
太
平
洋
海
兵
隊
が
常
時
行
う
演
習
に
参
加

し
、
緊
急
事
態
に
対
応
出
来
る
体
制
を
作
る
。
）

そ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
が
進
行
し
て
い
た
わ
け
で

す。
前
述
の
よ
う
に
、
海
兵
隊
は
三
つ
の
ユ
ニ
ッ

ト
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
佐
世

保
の
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
を
旗
艦
と
す
る
、
第
十
一

水
陸
両
用
戦
隊
が
西
太
平
洋
に
展
開
す
る
。
え
そ

れ
に
乗
る
部
隊
で
、
「

3
1
M
E
U
I
I
S
O
P
」

と
言
う
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
先
ほ
ど
の
第
三
一

海
兵
遠
征
軍
の
戦
闘
部
隊
の
こ
と
で
す
。

S
O

P
と
は
S
p
e
c
hi
al

Ope
r
a
号
n
C
a
p
a
bi
li
t

y

11
特

殊
作
戦
能
力
の
こ
と
で
す
J
よ
も
と
も
と
こ
の
第

三
一
海
兵
遠
征
軍
が
で
き
た
時
に
は
、
特
殊
作

....................................................................................... 

芦
口
本
国
内
の
陸
•
海
・
空
軍
及
び
海
兵
隊
基
地
は
、
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
に
~

ニ
お
け
る
米
国
防
衛
の
最
前
線
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
軍
隊
は
、
ペ
~

芦
シ
ャ
湾
に
ま
で
至
る
広
大
な
範
囲
の
局
地
的
、
地
域
的
さ
ら
に
は
超
~

ど
地
域
的
な
緊
急
事
態
に
備
え
て
い
る
0

(
米
国
防
総
省
「
日
米
安
保
関
係
報
告
書
）
~

......................................................................... 

サ
イ
パ
ン
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
基
地
の
縮
小

が
進
ん
で
そ
れ
が
不
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
体
制
そ
の
も
の
は
従
来
か
ら
、
呉
や
佐
世

保
の
弾
薬
庫
そ
し
て
相
模
補
給
廠
な
ど
日
本
の

小
基
地
が
、
不
可
視
で
は
あ
る
が
二
四
時
間
三

六
五
日
体
制
で
支
え
て
き
た
。
こ
れ
を
、
修
理

な
ど
を
含
め
た
コ
マ
ン
ド
機
能
を
全
面
的
に
日

本
に
負
担
さ
せ
る
動
き
が
今
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
要
注
意
な
事
実
で
す
。
沖
縄
の
人
々
の

怒
り
を
何
と
か
な
だ
め
つ
つ
、
村
山
さ
ん
言
う

と
こ
ろ
の
四
万
七
千
人
体
制
を
維
持
し
て
、
こ

の
目
論
見
を
達
成
す
る
。
＞
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て

譲
れ
な
い
一
線
な
の
で
す
。

民
衆
の

「
安
全
保
障
」
を

し
か
し
私
た
ち
が
宿
命
的
に
こ
れ
を
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ん
て
こ
と
は
、
け
っ

し
て
な
い
。
例
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
基
地
の
閉
鎖

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
論
が
そ
れ
を
あ
く
ま

戦
能
力
は
持
た
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

急
き
ょ
、
約
一
年
の
訓
練
を
経
て
そ
う
し
た

部
隊
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
破
壊
工
作
、
心
理

作
戦
、
要
人
警
護
や
テ
ロ
対
策
、
災
害
救
助
な

ど
地
域
紛
争
に
対
応
す
る
能
力
を
養
成
す
る

た
め
で
し
ょ
う
つ
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
、
海
兵
隊

の
「
事
前
集
積
船
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
緊
急

出
動
体
制
を
組
む
J
建
て
前
と
し
て
は
西
太

平
洋
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
っ
、
デ
ィ
エ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
の
部
隊
と

合
体
し
て
、
主
と
し
て
湾
岸
地
帯
や
、
（
ま
れ

な
シ
ナ
リ
オ
だ
が
）
米
本
土
で
必
要
と
な
っ

た
時
活
動
す
る
部
隊
が
あ
る
。
二
番
目
は
大

西
洋
海
岸
に
置
か
れ
た
部
隊
で
、
や
は
り
事

前
集
積
船
を
置
い
て
い
る
。
緊
急
展
開
部
隊

を
世
界
中
に
常
に
三
つ
置
い
て
い
る
゜
重
要

な
の
は
、
沖
縄
の
「
第
三
一
」
だ
け
が
、
固
定

し
た
、
常
駐
の
部
隊
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で

す
。
他
は
す
べ
て
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん

で
の
交
替
制
で
す
。
い
｛
冷
戦
後
、
日
本
を
拠
点
と

し
て
西
太
平
洋
に
固
定
的
に
緊
急
部
隊
を
展

開
さ
せ
る
と
言
う
概
念
を
、
ア
メ
リ
カ
が
実

行
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。
日
米
安
保
の

ワ
ク
を
越
え
て
米
海
兵
隊
全
体
の
中
で
任
務

を
実
行
す
る
よ
う
な
機
能
を
、
沖
縄
の
海
兵

隊
が
担
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

こ
の
事
前
集
積
部
隊
の
拠
点
は
グ
ア
ム
、

で
容
認
し
な
い
事
態
と
も
な
れ
ば
、
ア
メ
リ

力
は
別
の
選
択
肢
を
取
る
は
ず
で
す
。
沖
縄

の
頑
張
り
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
「
そ
う
は
行

か
な
い
ぞ
」
と
の
声
が
高
ま
れ
ば
、
代
案
を
考

え
る
だ
ろ
う
。
宿
命
な
ど
で
は
な
い
の
で
す
c

一
般
に
安
保
問
題
に
関
す
る
議
論
は
、
ア

メ
リ
カ
と
の
関
係
悪
化
を
呼
念
す
る
と
言
う

と
こ
ろ
に
切
り
縮
め
ら
れ
ご
し
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
：
）
今
の
よ
ら
な
異
常
な
も
の

で
は
な
い
、
私
た
ち
の
安
令
保
障
と
は
何
な

の
か
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
平
和
運
動
の
中
に

お
い
て
も
と
て
も
貧
し
い
と
思
い
ま
す
Q
そ

れ
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、

種
々
の
対
案
が
出
さ
れ
る
そ
う
な
っ
た
時
、

安
全
保
障
を
語
の
た
め
の
唯
一
の
軸
が
日
米

安
保
な
の
で
は
な
い
の
だ
と
言
う
こ
と
が
見

え
て
く
る
は
ず
で
す
。
世
論
も
変
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
を
切
り
開
い
て
行
こ
う
。
沖
縄
の
人
々

の
頑
張
り
を
見
る
に
つ
け
、
本
土
の
私
た
ち

は
「
基
地
問
題
」
で
た
ち
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
安
全
保
障
の
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ

る
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

九
四
年
、

P
C
D
S
は
、
バ
ン
コ
ク
で

「
ピ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の

時
議
論
さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
「
国
境
に
対
す

る
脅
威
」
と
問
題
を
立
て
て
い
る
限
り
、
政

府
・
国
家
の
安
全
保
障
の
考
え
方
に
縛
ら
れ

て
し
ま
う
。
多
く
の
人
々
が
、
安
全
保
障
を

も
っ
と
地
域
的
・
人
間
的
な
視
点
か
ら
考
え

る
、
ど
う
や
っ
て
平
和
に
、
不
安
な
く
暮
ら
せ

る
か
と
言
う
レ
ベ
ル
で
考
え
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
切

り
口
で
、
日
本
国
内
で
も
安
全
保
障
問
題
を

い
ま
一
度
議
論
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
3◆
 

に

ー←ノーフォーソ↓
サンディエゴ＼

、山
パールハーパー

朝
日
新
聞
（
九
五
・
十
一
・
十
一
）
よ
り

第2海兵節団 i 

｀ 
5
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福岡高裁那覇支部の 3裁

さんに、黄色いハガキを．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
く塗ったものでもかまいません。

はじめまして。みなさん、お元気でしょう 黄色は、沖縄にとってはなじみ深い色です。

か。さて、昨年から、さまざまな形で報道さ ゆうなの花の黄色、

れていますが、今、わたしの出身地・沖縄は ハイナップルの黄色、島バナナの黄色。

、これまでにない重要な歴史的局面を迎え 防風林として昔はどこにでもあったフ

ようとしています。いうまでもなく大田昌 クギの木の実の黄色。

秀・沖縄県知事の、米軍用地強制使用につい そして、沖縄の女性たちを彩る紅型（び

ての代理署名拒否に関する訴訟のことです。 んがた）の黄色。

黄色は沖縄の文化のなかで今も昔も愛され

続けている色なのです。

． 

わたしは、沖縄のみんなと大田知事を支

援するために、小さな運動を始めることに

しました。沖縄へ、「幸せへの黄色いはがき」

を送るプロジェクト、「幸せへの黄色いはが

き 裁判官にイエローカード！」です。

昨年、いたましい事件がありました。怒りに

身が震えました。それでも、大田知事が、代

理署名を拒否したことは、正直言って私に

とってはおどろきでした。米軍基地が目の

前にあることがあまりにも当たり前になっ

ていたのです。大田知事が署名を拒否した。

もしかしたら、基地のない沖縄を目にする

ことができるかもしれない。もうがまんし

なくてもよくなるかもしれない。今、それ

は、わたしをふくめ多くの沖縄県民の大き

な夢と希望になっているのです。これをな

んとか実現したいのです。すこしでも今の

状況をよい方向へ進めたいのです。
． 
そこでお願いです。 「黄色いはがき」に

メッセージを書いて、 50円切手をはって、

沖縄に送ってほしいのです。もし「黄色い

はがき」が足りなければ、官製はがきを黄色

7
 

この「黄色のはがき」に、メッセージをの

せて、沖縄に送ってください。多めに送りま

すので、まわりの方にも声をかけて、書いて

もらってください。小さなことですが、み

んなでたくさんのはがきを送れば、大きな

支援になるのです。

どうかよろしくお願いします。

第4回公判は3月11日（月）です。この日

には、大田昌秀知事本人の証人尋問が行わ

れます。ぜひ今後もご協力くだされば幸いで

す。では。事態の好転を祈って。

1988年6月18日第三種郵便物認可（通番118号） No.39 1996.2.20 

敬具

追伸：今気がつきましたが、黄色いはがきっ

て、英語だと、イエローカードになるんで

すねえ。 裁判官へのイエローカードだ！

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、
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判官のみな

送ろう！••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

1! 

• 

ー・・ ” —• 
-- -----

連絡先：「幸せへの黄色いはがき 裁判官にイエローカード！」プロジェクト

代表・比嘉明子 263千葉市稲毛区弥生町1-33千葉大学工学部工業意匠学科一分野

ff 043-251-1111（内線3083)e-mail : ahiga@cuphd.nd.c hiba-u.ac.jp 

このプロジェクトは、賛同してくださる方々のボランティアによって運営されています。ボランティ
ア、カンハは大歓迎です。お手伝いいただける方は、比嘉までメールをください。また、このプロジェ
クトについてのご意見などもお寄せください。
カンパの振り込み先： 銀行口座番号千葉銀行
（郵便振替口座は、現在開設準備中です。）

080（西千葉支店） 3119176 比嘉明子（会計）

大田昌秀・沖縄県知事が、沖縄県内の米軍基 6カ月さらに継続使用されます。しかし、判決

地用地の強制使用に対する代理署名を拒否した が伸びれば、そのまま期限切れとなり、その土

め、日本政府は、知事を相手取って裁判を起こ 地は、国による「不法占拠状態」となります。そ

していま土裁判は、現在、第3回公判を終えた うなれば、地主の方が「自分の土地」であるこ

ところです。第4回が3月11日に予定されて とを堂々と主張できるようになります。

います。 敗戦から今日までの実に50年の間、沖縄県

第1回公判 (1995.12.22)において、被告と は、米軍と基地の存在によって、多くの苦難を

なった大田知事は、代理署名拒否に至った背景 強いられてきました。それは、米兵による犯罪

である沖縄県の米軍基地被害についての実質的 だけでなく、土地の強制使用、米軍の軍事演習に

な審理を、「歴史に耐える裁判を」、求めていま よる環境や生活への被害、核兵器持ち込みの問

す。しかし、第2回公判 (1996.2.9)において、 題など、枚挙にいとまがないのです。大田知事の

裁判所側は、県側に対して、契約拒否地主本人 代理署名拒否は、これまでの沖縄県の苦難とそ

の補助参加や証人申請をすべて却下しました。ま の歴史すべてを、問い返そうとするものです。

た、第3回公判 (1996.2.23)では、米軍用地の もっといえば、沖縄県の抱えている問題は、こ

使用認定に必要な土地物件調害が、その作成段 の日本という国が、アメリカそしてアジア地域

階で不備があったことが明らかになったにもか に対して真の平和というものをどう提示できる

かわらず「米軍用地の使用認定の適否について のか、という問いかけでもあります。これは日

は実質審理を行わない」としました。また、先 本国民全体の問題でもあると思うのです。この代

頃、最高裁は、契約拒否地主の補助参加の抗告 理署名訴訟において、裁判所が、国側の意向に

を、異例の早さで却下する判断をくだしました。 屈せず、良心のみに従った公正かつ実質的な審

これらの一連の経緯は、今回の裁判を、実質 理を行えるかどうかは、一般市民であるわたし

的な審理をせず形式的な裁判ですませ、迅速に結 たちがこの裁判にどれだけ関心をもっていける

審させようとする姿勢の現れです。公正な裁判 かにかかっています。大田沖縄県知事の決断を支

ではありません。 3月中旬に国側勝訴の判決がく 援し、国寄りの訴訟指揮への抗議と良心のみに

だれば、 3月31日に期限切れとなる読谷村の 従った公正かつ実質的審理を尽くすように3裁

土地（象のオリの下）は、緊急使用という形で 判官を激励する黄色いはがきを送りましょう。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

0；孟よ霊ょ；；こ：：嘉？界：：旦；塁；；こ言9し（；；。部［し、「審
月刊キャッチピース No.39 

♦ 

1996.2.20 

◆ ♦ 

1988年6月18日第三種郵便物認可（通拳118号）

•••••••••••••• 

6
 



合
読者の皆さんからの情報

を歓迎します。低空飛行

（と思われる）機体を見た、

爆音を聞いた、そういえ

ばそんなウワサが…。編

集部までお寄せください。

米●軍●機

低空飛行

．
 

キャッチピース］

360自治体に］
アンケート］

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
は
、
昨
年
秋
佐
世
保
で

開
催
さ
れ
た
全
国
会
議
で
九
六
年
度
の
活
動

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
粘
り
強
く
安
保
と
基
地

に
迫
る
運
動
を
！
」
と
し
た
。

具
体
的
に
は
「
地
域
か
ら
在
日
米
軍
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
」
と
し
三
項
目
を
立
て

た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
「
基
地
に
よ
る
人

権
侵
害
は
沖
縄
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
具
体

的
に
示
す
事
例
と
し
て
低
空
飛
行
訓
練
を
取

り
上
げ
、
ま
ず
訓
練
空
域
に
あ
る
全
国
の
自

治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
」
こ
と

だ
っ
た
C

二
月
半
ば
準
備
が
整
い
自
治
体
ア
ン
ケ
ー

四
年
は
市
街
地
に
ま
で
そ
の
地
域
を
拡
大
し

て
い
る
。
「
地
位
協
定
及
び
日
本
国
に
お
け
る

国
連
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施

に
伴
う
航
空
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
米
軍
に
は
日
本
の
航
空
法
に
定
め
ら
れ

た
最
低
安
全
高
度
(
-
五

0
メ
ー
ト
ル
）
を
守

る
義
務
は
な
い
。
ま
た
、
地
位
協
定
二
条
、
五

条
の
「
米
軍
は
基
地
や
区
域
（
空
域
）
を
使
用

し
、
そ
れ
ら
の
間
を
移
動
で
き
る
」
が
、
低
空

飛
行
も
基
地
か
ら
基
地
へ
の
移
動
で
あ
り
訓

練
で
は
な
い
と
の
見
解
に
な
り
住
民
や
自
治

体
の
飛
行
中
止
要
請
無
視
を
支
え
る
根
拠
に

な
っ
て
い
る
。

釘
1
Iilい●旧

H
"
"
¥
 
危
一
£
か益一

本

判

明

計

北
晦
道
も
註
―
"
r
,

.
,
J
、

ー・ら

9
、へ
9
A

丙
f

t
●
し

一
』
＝

一
一

．．
 ~-3

 

ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
配
布
先
は
二
四
県

を
含
む
三
六

0
自
治
体
。
こ
れ
ま
で
明
ら
か

に
な
っ
た
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
、
プ
ラ
ウ
ン

ル
ー
ト
等
八
本
の
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
下
に
位

置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
自
治
体
が
対
象
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
が
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
こ

の
種
の
現
状
（
被
害
実
態
）
報
告
は
単
発
的
に

は
多
少
あ
る
も
の
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
な

い
。
多
く
の
回
答
が
得
ら
れ
れ
ば
こ
れ
ま
で

に
な
い
貴
重
な
デ
ー
タ
と
し
て
様
々
な
場
で

活
用
さ
れ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。．
 

昨
年
九
月
の
沖
縄
の
少
女
の
不
幸
な
事
件

を
き
っ
か
け
に
今
世
間
で
は
「
安
保
」
よ
り

「
地
位
協
定
」
の
方
が
馴
染
み
深
い
言
葉
に

な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
地
位
協
定
、
地
位
協
定

と
繰
り
返
し
、
「
地
位
協
定
問
題
は
犯
罪
だ
け

じ
ゃ
な
い
」
と
い
っ
た
特
集
記
事
も
出
て
、

「
山
中
で
の
超
低
空
飛
行
」
に
つ
い
て
も
紙
面

を
割
く
よ
う
に
な
っ
た
。
昨
年
―
一
月
に
は

群
馬
県
新
治
村
で
三
年
前
に
起
こ
っ
た
民
家

の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
事
件
に
関
連
し
て
「
米

軍
が
被
害
を
認
め
な
い
の
で
、
防
衛
施
設
庁

が
一
切
の
申
し
立
て
を
し
な
い
と
の
念
書
を

取
り
見
舞
い
金
を
支
払
っ
て
い
た
」
と
の
と

ん
で
も
な
い
事
実
も
毎
日
新
聞
に
よ
り
報
道

さ
れ
た
。

米
軍
基
地
が
何
か
ら
ダ
レ
を
守
る
も
の
か

市
民
サ
イ
ド
か
ら
検
証
す
る
時
、
こ
の
超
低

空
飛
行
の
実
態
は
基
地
が
人
々
の
生
命
や
暮

ら
し
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に

証
明
す
る
も
の
と
な
る
。
基
地
の
姿
が
見
え

な
い
地
域
で
基
地
の
実
態
を
知
る
人
々
が
声

を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
地
問
題
は
よ
り

多
く
の
国
民
の
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
は
そ
の
た
め
に
今
回
こ
の

ァ
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
全
国
の
自
治
体

か
ら
の
回
答
の
集
約
は
二
月
末
日
を
予
定
し

て
い
る
3

（
山
中
悦
子
／
編
集
部
）

そ
も
そ
も
米
軍
機
に
よ
る
超
低
空
飛
行
訓

練
と
は
何
か
。
そ
し
て
、
そ
の
訓
練
に
よ
る
被

害
の
実
例
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
。
今
な
ぜ
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
は
そ
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
へ
）

本
誌
は
26
号
（
九
四
年
―
一
月
号
）
で
米

軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
に
反
対
す
る
徳
島
県

民
行
動
委
員
会
の
東
條
雅
紀
氏
に
よ
る
「
米

軍
機
墜
落
・
地
位
協
定
の
改
正
を
」
を
掲
載
し

た
。
こ
れ
は
、
横
須
賀
を
母
港
と
す
る
米
空
母

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
艦
載
機
．

A
6イ
ン

ト
ル
ー
ダ
ー
が
九
四
年
一

0
月
一
四
日
、
低

空
飛
行
訓
練
中
に
高
知
県
土
佐
町
の
早
明
浦

ダ
ム
約
一
O

)

キ
ロ
上
流
に
墜
落
し
た
事
故
を

追
っ
た
も
の
。
八
九
年
以
来
「
必
ず
事
故

が
起
こ
る
」
と
訓
練
の
中
止
を
訴
え
て
き
た

東
條
氏
は
、
記
事
の
中
で
※
訓
練
の
中
止

※
墜
落
原
因
の
公
表
※
地
位
協
定
の
見
直

し
※
国
内
法
の
遵
守
※
米
軍
基
地
の
縮

小
・
撤
去
を
求
め
て
行
っ
た
抗
議
・
要
請
行
動

の
報
告
や
、
被
害
を
同
じ
く
す
る
人
々
の
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
を
訴
え
た
。

．
 

低
空
飛
行
訓
練
は
敵
の
レ
ー
ダ
ー
を
く
ぐ

る
た
め
に
行
わ
れ
る
危
険
極
ま
り
な
い
も
の

で
、
山
や
谷
の
多
い
山
岳
地
方
を
超
低
空
、
高

速
で
飛
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
こ
こ
三
、

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
●

999,'

、,
'
1
,
J

l

9

,

9

,

'

;

,

9

9

尉
自
治
体
に
お
い
て
、
低
空
飛
行
（
の
訓
練
）
が
行

わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
出
来
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

切
あ
る
と
答
え
た
場
合
、
以
下
の
質
問
に
進
ん
で
く
だ

さ
い
。①
何
ら
か
の
苦
情
や
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
か
、
具

体
的
に
お
教
え
く
だ
さ
い
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
日
時
は
、

わ
か
る
範
囲
で
詳
し
く
、
地
名
は
「

x
x山
の
南

斜
面
」
と
か
で
、
飛
行
の
方
向
も
お
教
え
く
だ
さ

い
。
町
の
地
図
（
二
五

0
0
0分
の
一
）
な
ど
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
飛
行
コ
ー
ス
を
矢
印
な
ど
で
書
い

て
き
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

②
そ
の
時
の
騒
音
（
と
い
う
よ
り
轟
音
か
？
）
や

事
故
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
ガ
ラ
ス
窓
や
電
気
温
水
器
の
破

損
、
乳
牛
・
豚
な
ど
へ
の
影
響
な
ど
具
体
的
な
被

害
報
告
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
目
撃
情
報
は
い
つ
ご
ろ
（
例
え
ば
一
九
九

0
年

の
何
月
と
い
っ
た
感
じ
）
か
ら
あ
り
ま
す
か
。
ま

た
一
年
間
に
、
何
回
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

④
低
空
飛
行
訓
練
と
見
ら
れ
る
飛
行
機
の
写
真
や

ビ
デ
オ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

⑤
町
村
役
場
や
住
民
を
問
わ
ず
、
飛
行
記
録
を

と
っ
て
い
る
人
を
ご
存
じ
な
い
で
す
か
。
ま
た
そ

の
飛
行
記
録
を
入
手
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

⑥
貴
議
会
や
町
村
会
な
ど
で
、
こ
の
問
題
が
話
題

に
な
っ
た
り
、
議
論
に
上
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ま
た
議
会
、
行
政
と
し
て
決
議
な
ど
を
あ

げ
た
り
、
県
や
国
に
申
し
入
れ
を
し
た
経
緯
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
あ
る
場
合
は
、
決
議
文
や
要
請
書
一

の
写
し
を
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＇ 

＇ 

，
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神
奈
川
県
中
央
に
あ
る
厚
木
基
地
は
、
横
須
賀

に
常
駐
す
る
空
母
の
艦
載
機
の
基
地
で
あ
る
r

)

イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
に
載
っ
て
い
る
の
は
第
5
空

母
航
空
団
で
、

F
1
4
戦
闘
機
、

F
1
8
戦
闘
攻
撃
機
、

A
6攻
撃
機
な
ど

80
機
前
後
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
れ
ら
の
艦
載
機
が
、
厚
木
基
地
か
ら
訓
練

飛
行
に
向
か
っ
た
記
録
の
ひ
と
つ
に
、
毎
日
の
飛

行
計
画
書
が
あ
る
：
；
そ
の
日
の
一
番
機
か
ら
順
番

に
、
行
き
先
、
ル
ー
ト
な
ど
を
記
し
た
こ
の
計
画

書
の
末
尾
に
、
こ
ん
な
記
述
が
あ
る
。
「
第
5
空

母
航
空
団
の
所
属
機
は
、
以
下
の
訓
練
ル
ー
ト
を

奇
数
時
に
飛
ぶ
。
偶
数
時
に
飛
ぶ
場
合
は
（
岩
国

の
）
第
12
海
兵
航
空
群
と
の
調
整
を
要
す
る
」

そ
し
て
、
次
の
6
つ
の
低
空
飛
行
訓
練
・
ル
ー
，
卜
の

名
前
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
｛
）
グ
リ
ーI
ン
ル
ー
ー
ト
、

ヒ
ン
ク
ル
ー
ト
、
イ
エ
ロ
ー
ル
ー
ト
、
プ
ル
ー

ル
ー
ト
、
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
、
プ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
こ

こ
の
ほ
か
、
飛
行
計
画
書
に
は
ハ
ー
フ
ル
ル
ー
ト

と
い
う
名
前
も
出
て
く
る
）
こ
れ
に
空
軍
が
管
理

す
る
北
部
訓
練
ル
ー
ト
（
複
数
）
を
加
え
た
も
の

が
、
在

H
米
軍
機
が
利
用
す
る
低
空
飛
行
訓
練

ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
グ
リ
ー
ン
、
ピ
ン
ク
、

ブ
ル
ー
、
オ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
が

げ
ら
れ
た
低
空
飛
行
の
う
ち
、
半
分
は
こ
の
J
V
,
;

ト
型
で
あ
る
が
、
残
り
は
対
地
攻
撃
訓
練
な
ど
レ

ン
ジ
型
の
訓
練
で
あ
る
へ
厚
木
の
艦
載
機
が
よ
く

行
く
の
は
、
群
馬
県
渋
川
市
の
上
空
。
岩
国
の
海

兵
隊
機
が
よ
く
利
用
す
る
の
は
島
根
県
浜
田
市
の

上
空
。
）
い
ず
れ
も
航
空
自
衛
隊
の
訓
練
空
域
を

使
っ
て
訓
練
を
し
て
い
る
。
対
地
攻
撃
訓
練
の
特

徴
は
垂
直
方
向
の
機
動
が
多
い
こ
と
で
、
こ
こ
が

最
低
地
上
高
即
フ
ィ
ー
ト
で
水
平
方
向
に
飛
ぶ

ル
ー
ト
型
と
異
な
る
点
で
あ
る
）
青
森
県
―
二
沢
基

つ
つ
J
増
え
た
の
は
い
つ
か
ら
、
そ
し
て
機
種
は
？

記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
低
空
飛
行
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
検
索
し
て
み
よ
う
。
「
景
気
の
低
迷
」
と

か
「
学
生
時
代
の
成
績
は
」
な
ど
と
い
う
の
を
除

い
た
軍
関
係
の
見
出
し
を
通
読
す
る
と
、
時
々
の

低
空
飛
行
関
連
ニ
ュ
ー
ス
に
地
域
性
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
°]86年
ー

88
年
は
東
北
・
北
海
道
で
の

F
1
6
の
暴
れ
様
5
8
7
年
は
奈
良
・
十
津
川
の
ワ
イ

ア
ー
切
断
事
故
、

89
i
91
年
は
和
歌
山
・
奈
良
・

徳
島
の
低
空
飛
行
、

94
年
の
高
知
で
の
墜
落
事

故
、
そ
し
て

94
ー
9
5
年
の
中
国
山
地
の
低
空
飛

行
量
的
に
は

86年
以
降
の
記
事
数
の
内
、

94
年

以
降
で
半
分
を
占
め
て
い
る
。

A
6が
墜
落
し
た

早
明
浦
ダ
ム
の
下
流
に
あ
る
本
山
町
の
町
役
場
で

BOXER 
厚木基地ウォッチャー

1

1

何
処
で
、

誰
が
、

ど
ん
な
飛
行
を
？

94年
7
月
25日
の
朝
日
新
聞
に
よ
っ
て
暴
か
れ
て

い
る
。
残
り
の
ル
ー
ト
の
存
在
は
、
高
知
新
聞
が

95年
10
月
19
日
の
紙
面
で
明
ら
か
に
し
た
。
い
ず

れ
も
、
艦
載
機
の
事
故
報
告
書
の
付
属
文
書
を
解

読
し
た
結
果
で
あ
る
。

94年
3
月
14
日
付
け
の
在
H
米
海
軍
の
通
達
で

は
、
こ
の
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
れ
ら
の

ル
ー
ト
は
、
艦
載
機
や
海
兵
隊
機
が
日
本
に
配
備

中
に
、
低
空
飛
行
訓
練
を
行
う
た
め
の
も
の
だ
。

こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
は
、
日
本
の
運
輸
省
航
空
局
に

認
知
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
日
本
の

空
を
飛
ぶ
民
間
機
に
公
式
に
知
ら
せ
て
は
い
な
い

し
、
低
空
飛
行
の
さ
い
の
障
害
物
の
デ
ー
タ
も
知

ら
さ
れ
な
い
こ
こ
の
ル
ー
ト
を
飛
ぶ
と
き
は
『
ょ

く
見
て
避
け
ろ
』
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
」

『
左
右
を
よ
く
見
て
、
手
を
上
げ
て
横
断
歩
道

を・・・＇l
-

と
い
う
の
と
は
、
ス
ピ
ー
ド
も
重
量
も
桁

違
い
の
軍
用
機
の
安
全
対
策
が
『
よ
く
見
て
避
け

ろ
』
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
物
騒
な
こ
と
こ
の

上
な
い
、
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
米
軍
機
が
低

空
飛
行
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
上
だ
け
で

は
な
い
U

こ
こ

1
、
2
年
に
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上

地
の
近
く
の
射
爆
場
で
の
爆
撃
訓
練
を
見
る
と
よ

く
判
る
が
、
爆
弾
を
落
と
す
時
も
バ
ル
カ
ン
砲
で

地
上
を
狙
う
と
き
も
、
攻
撃
機
は
低
空
で
侵
入
し

た
あ
と
急
上
昇
す
る
。
そ
の
あ
と
目
標
に
向
か
っ

て
急
降
下
し
て
攻
撃
を
行
い
、
ま
た
急
上
昇
し
て

離
脱
す
る
；
＞
米
軍
機
の
飛
来
で
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た

り
蛍
光
灯
が
落
ち
た
り
す
る
の
が
、
関
東
北
部
や

島
根
県
の
山
間
部
に
目
立
つ
の
は
、
渋
川
や
浜
田

付
近
で
の
攻
撃
機
の
垂
直
機
動
の
際
に
生
ず
る
衝

撃
波
の
た
め
で
あ
る
。

は
、
オ
レ
ン
ジ
ル
ー
ト
と
い
う
名
前
が
は
っ
き
り

す
る
以
前
か
ら
、
役
場
の
上
を
通
る
ジ
ェ
ッ
ト
機

の
数
を
記
録
し
て
い
る
；
で
れ
以
前
か
ら
飛
米
し

て
い
た
が
、
回
数
等
が
多
く
な
り
、
地
方
課
へ
報

告
し
は
じ
め
た
90年
5
月
か
ら
の
記
録
だ
。
そ
れ

に
よ
る
と
、

90年
は

8
ヵ
月
で
5
3
回
、

91年
は

91

回、

92
年
は
1
9
8
回
、

93年
は
卿
凹
、

94
年
は

123回

(12
月
上
旬
ま
で
）
と
な
っ
て
い
る
。

92年
か
ら
激

増、

10
月
の
墜
落
事
故
な
ど
の
影
響
で
少
な
く

な
っ
た
94年
で
も

91年
を
超
え
る
飛
来
と
な
っ
て

い
る
。
厚
木
の
監
視
記
録
に
よ
れ
ば
、
オ
レ
ン
ジ

ル
ー
ト
に
向
か
う
の
は
、

F
1
8
と
A
6
が
多
い
っ

島
根
県
境
に
近
い
広
島
県
北
部
の
双
三
郡
君
田
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九

六

年

一

月

四

日

か

ら

日

ま

で

フ

ラ

ン

ス

の

パ

リ

、

リ

ヨ

ン

、

グ

ル

ノ

ー

プ

ル

で

「

市

民

に

よ

る

フ

ラ

ン

ス

原

爆

展

」

を

開

催

し

、

被

爆

者

の

沼

田

鈴

子

さ

ん

と

、

在

日

韓

国

人

の

姜

文

煕

さ

ん

に

被

曝

証

言

を

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

昨

夏

、

核

実

験

に

対

し

世

界

か

ら

抗

議

の

声

が

上

が

り

、

広

島

で

も

ヒ

バ

ク

シ

ャ

だ

け

で

な

く

、

主

婦

や

中

学

、

高

校

生

へ

と

運

動

が

広

が

っ

て

い

ま

し

た

。

）

「

キ

ノ

コ

雲

の

下

の

実

相

を

伝

え

核

の

な

い

槻

界

を

め

ざ

す

良

い

チ

ャ

ン

ス

だ

！

」

と

思

い

立

っ

た

の

で

す

。

九

月

末

、

呼

び

か

け

る

と

す

ぐ

「

何

か

せ

ず

に

は

い

ら

れ

な

い

！

私

た

ち

も

絵

を

持

っ

て

い

き

、

原

爆

展

に

参

加

し

ま

す

」

と

イ

ル

カ

の

大

好

き

な

京

都

の

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

か

ら

F
A
Xが飛
び

込

ん

で

き

ま

し

た

。

語

学

そ

も

そ

も

日

本

の

原

発

の

ゴ

ミ

の

再

処

理

を

、

電

気

料

金

か

ら

三

六

0
0億円も出
し

て

仏

に

頼

み

、

フ

ラ

ン

ス

の

核

産

業

を

支

え

て

い

る

日

本

で

す

。

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

を

た

め

込

み

、

核

武

装

の

可

能

性

に

は

最

短

距

離

だ

と

世

界

か

ら

懸

念

さ

れ

て

い

る

の

で

す

。

そ

の

日

本

の

。

フ

ル

ト

ニ

ウ

ム

が

核

実

験

に

使

わ

れ

て

い

る

可

能

性

は

微

最

で

も

充

分

！

折

し

も

高

速

増

殖

炉

も

ん

じ

ゅ

の

事

故

が

起

こ

り

「

核

実

験

反

対

だ

け

を

言

う

の

で

は

な

く

、

日

本

の

原

子

力

政

策

に

も

日

仏

の

共

犯

関

係

●

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

、

り

ま

し

た

。

カ

ン

ハ

を

…

と

反

響

が

あ

「
被
曝
」
の
実
相
伝
え
る
重
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
た
旅
だ
っ
た

民
事
利
用
も
含
め
た
核
廃
絶
を

⑮

⑮

$
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い力
／

仁
高知新聞（95.10.19)より

村

で

、

榎

さ

ん

が

ジ

ェ

ッ

ト

機

の

飛

来

機

数

の

記

録

を

と

り

出

し

た

の

は

、

飛

来

が

目

立

つ

よ

う

に

な

っ

た

94年

10月か
ら

。

こ

の

君

田

村

は

、

浜

田

付

近

の

山

中

を

飛

び

回

る

レ

ン

ジ

型

の

訓

練

機

や

中

国

山

地

に

延

び

る

イ

エ

ロ

ー

ル

ー

ト

を

辿

る

岩

国

の

海

兵

隊

機

が

上

空

を

通

過

す

る

ポ

イ

ン

ト

で

あ

る

。

榎

さ

ん

に

よ

れ

ば

、

低

空

飛

行

の

機

種

は

A
V
8ハリ
ア

ー

攻

撃

機

が

多

い

。

昨

年

夏

か

ら

、

ガ

ラ

ス

が

割

れ

る

な

ど

の

被

害

が

起

き

て

い

る

渋

川

市

付

近

に

は

、

以

前

か

ら

厚

木

の

艦

載

機

が

飛

来

し

て

い

た

。

大

し

た

数

で

は

な

か

っ

た

艦

載

機

の

飛

来

が

、

昨

年

夏

に

急

増

し

た

。

一

機

種

も

F
1
4

か

ら

攻

撃

能

力

を

持

つ

F
1
8に変
わ

っ

た

。

厚

木

の

艦

載

機

の

主

要

な

訓

練

空

域

は

大

島

沖

の

海

上

3
な
ぜ
今
、

[

|

：

口

：

崩

壊

、

冷

戦

の

終

結

に

よ

り

、

米

軍

は

自

己

の

存

在

の

必

要

性

を

改

め

て

定

義

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

っ

た

。

特

に

海

軍

に

と

っ

て

は

、

金

食

い

虫

の

空

母

の

存

在

意

義

を

早

急

に

明

ら

か

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

そ

の

結

果

、

92

年

10月に
米

海

軍

の

新

戦

略

「

フ

ロ

ム

・

ザ

・

シ

ー

」

が

公

表

さ

れ

た

。

「

米

海

軍

戦

略

の

画

期

的

月刊キャッチピース
月刊キャッチピース No.39 1996.2.20 

激
化
し
て
い
る
か
？

の

R
l
uである

c―そこで
戦

闘

機

同

士

の

訓

練

や

攻

撃

訓

練

も

し

て

い

る

の

だ

が

、

対

地

攻

撃

は

陸

地

の

上

で

や

ら

な

い

と

十

分

で

は

な

い

。

艦

載

機

1988年6月18日第三種郵便物認可直i誉118号）

の

対

地

攻

撃

の

重

視

が

、

渋

川

上

空

で

の

訓

練

激

化

に

つ

な

が

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

な

転

換

で

あ

る

。

）

『

米

海

軍

戦

略

の

焦

点

は

米

ソ

冷

戦

時

代

の

洋

上

に

お

け

る

艦

隊

戦

闘

の

重

視

か

ら

、

い

ま

や

将

来

の

地

域

紛

争

に

即

応

す

る

た

め

の

遠

征

戦

力

の

強

化

と

、

海

軍

・

海

兵

隊

一

体

の

沿

岸

地

域

で

の

戦

闘

に

移

っ

た

』

と

い

う

の

で

あ

る

。

白

書

の

タ

イ

ト

ル

の

「

フ

ロ

ム

・

ザ

・

シ

ー

」

の

意

味

は

、

地

域

紛

争

を

念

頭

に

置

い

た

海

か

ら

陸

へ

の

戦

力

投

射

だ

」

（

石

川

巌

氏

、

9
3
.
1
.
1
9

「

朝

日

」

）

。

「

今

後

、

海

軍

は

片

足

を

海

に

置

き

、

片

足

は

陸

に

置

い

て

戦

う

準

備

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

い

う

海

軍

制

服

組

ト

ッ

プ

の

談

話

も

、

石

川

氏

の

記

事

に

紹

介

さ

れ

て

い

る

。

艦

載

機

の

半

分

は

、

空

母

を

敵

の

攻

撃

か

ら

守

る

た

め

の

も

の

だ

っ

た

。

ソ

連

の

ミ

サ

イ

ル

攻

撃

に

も

対

抗

で

き

る

よ

う

に

、

対

空

防

御

網

が

空

母

を

包

む

よ

う

に

し

か

れ

、

そ

の

中

で

艦

載

機

が

果

た

す

役

割

は

大

き

か

っ

た

。

そ

れ

が

必

要

な

く

な

っ

た

時

に

、

「

片

足

を

陸

に

置

く

」

海

軍

の

「

戦

カ

の

海

か

ら

陸

へ

の

投

射

」

の

た

め

に

、

艦

載

機

は

対

地

攻

撃

機

と

定

義

し

直

さ

れ

た

゜

外

洋

で

の

(19ペー
ジ

上

段

へ

）

（
右
か
ら
）

岡

本

三

夫

広

島

修

道

大

教

授

、

筆

者

、

シ

ラ

ク

の

お

面

を

か

ぶ

っ

た

ア

ル

ペ

ー

ル

・

コ

カ

ー

ル

氏

（
緑
で
生
き
る
会
）
、
古
谷
さ
ん
の
お
つ
れ
あ
い
。

12 
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リ
ヨ
ン
、
グ
ル
ノ
ー
プ
ル
は
ス
ー
パ
ー
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
が
近
く
、
そ
の
反
対
運
動
の
蓄
積
が
あ

る
か
ら
か
、
反
核
の
運
動
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

ょ
う
で
す
3

両
市
と
も
、
私
た
ち
の
「
市
民
に
よ

る
原
爆
展
」
の
た
め
に
彼
ら
が
独
自
の
チ
ラ
シ
を

作
り
、
呼
び
か
け
、
会
場
も
準
備
し
て
待
っ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
（
）
リ
ヨ
ン
で
は
、
十
一
の
反
核
・

リ
ヨ
ン
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
反
核
運
動
●

異
議
あ
り
と
今
こ
そ
言
わ
ね
ば
！
」
と
。
フ
ル
ト
ニ

ウ
ム
ア
ク
シ
ョ
ン
の
大
庭
さ
ん
を
説
得
し
、
「
フ

ラ
ン
ス
と
日
本
は
共
犯
関
係
だ
」
と
渋
っ
て
い
た

嬰
に
も
実
行
委
員
と
し
て
同
行
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。し
か
し
、
あ
ち
こ
ち
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
ま
し
た
が

フ
ラ
ン
ス
で
受
け
入
れ
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
c
十
月
末
や
っ
と
カ
ト

リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
が
、
「
本
部
が
ハ
リ

に
あ
る
か
ら
フ
ラ
ン
ス
で
の
受
け
入
れ
を
」
と
引

き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
十
一
月
に
入
っ
て
「
世
界

の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
展
（
福
島
菊
次
郎
さ
ん
、
伊
藤

孝
司
さ
ん
e
t
c
)
を
企
画
し
て
い
た
コ
リ
ン
小
林
さ

ん
の
強
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
途
方
も
な

い
計
画
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

行
っ
て
み
る
と
聞
い
て
い
た
通
り
、
原
発
に
よ

る
電
気
は
七
五
％
、
「
安
全
だ
、
し
ょ
う
が
な
い
」

と
放
射
能
へ
の
拒
否
反
応
も
あ
ま
り
な
い
よ
う
な

の
で
す
Q
四
日
の
記
者
発
表
も
日
本
の
マ
ス
コ
ミ

の
ほ
う
が
多
い
く
ら
い
で
し
た
。

七
日
の
パ
リ
で
の
反
核
団
体
と
の
交
流
会
で
も

非
常
に
悲
観
的
、
絶
望
的
な
の
で
す
。
「
核
抑
止

を
中
心
に
考
え
、
広
島
の
原
爆
も
科
学
の
進
歩
の

魯
と
し
、
開
発
し
た
科
学
者
の
責
任
を
問
わ
な

い
」
「
マ
ス
コ
ミ
は
今
も
体
制
に
癒
着
し
、
タ
ヒ

チ
ど
こ
ろ
か
ラ
・
ア
ー
グ
な
ど
の
再
処
理
工
場
付

近
の
放
射
能
汚
染
、
ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の

て
か
ら
、
「
核
は
不
安
だ
」
「
未
来
を
な
く
す
」
「
原

発
だ
っ
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
見
れ
ば
安
全
で
は

な
い
」
と
反
論
が
続
き
ま
し
た
：
し
か
し
男
子
牛

徒
は
「
フ
ラ
ン
ス
は
平
和
を
進
め
て
き
た
国
だ
」

と
意
見
を
変
え
ま
せ
ん
。
「
し
か
し
そ
の
フ
ラ
ン

ス
が
植
民
地
を
未
だ
に
持
っ
て
い
て
、
し
か
も
そ

こ
で
核
実
験
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
？
」

と
問
う
と
、
「
植
民
地
タ
ビ
チ
の
人
々
の
人
権

は
？
」
「
被
曝
し
て
い
る
に
違
い
な
い
」
と
返
っ
て

き
ま
す
，
；
そ
の
後
も
「
核
抑
止
で
は
ど
の
国
も
核

兵
器
を
持
つ
様
に
な
る
」
「
フ
ラ
ン
ス
は
核
を

持
っ
て
他
国
に
持
つ
な
と
い
う
の
は
お
か
し
い
」

と
み
ん
な
必
死
で
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
議

論
こ
そ
私
た
ち
が
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
求
め
て
い
た

も
の
だ
っ
た
の
で
す
へ
i
被
曝
の
実
相
を
伝
え
る
こ

と
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。

失
敗
な
ど
の
事
実
を
報
道
し
な
い
」
「
機
動
隊
に

よ
る
デ
モ
の
規
制
も
ひ
ど
く
、
無
関
心
も
手

伝
っ
て
核
実
験
反
対
の
声
も
広
が
ら
な
い
」
と

い
う
の
で
す
。
「
冷
戦
終
結
後
、
核
抑
止
の
意
味

も
な
く
な
っ
た
の
で
は
？
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
も
「
歴
史
的
に
も
絶
対
的
な
平
和
主
義
は

世
論
に
な
ど
な
り
え
な
い
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。

物
理
学
者
で
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
惨
事
」
の
著

者
、
ベ
ラ
、
ロ
ジ
ェ
・
ベ
ル
ベ
オ
ー
ク
夫
妻
も

平
和
団
体
が
実
行
委
員
会
を
作
り
、
マ
ル
ビ
ル
委

員
会
の
ジ
ラ
ル
ド
氏
、
緑
の
党
の
ヒ
ル
シ
ュ
氏
、

緑
で
生
き
る
会
は
コ
カ
ー
ル
氏
と
古
谷
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
絹
の
環

境
文
化
セ
ン
タ
ー
と
い
う
会
場
に
は
一

H
で
は
惜

し
い
位
人
が
集
ま
り
、
熱
心
に
ビ
デ
オ
「
母
た
ち

の
祈
り
」
な
ど
に
見
人
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
表
敬

訪
問
を
し
た
第
一
区
ブ
ナ
区
長
（
緑
の
党
）
は
証

言
の
会
に
も
米
て
、
会
場
が
溢
れ
ん
ば
か
り
の
人

で
埋
ま
っ
て
い
た
た
め
、
一
番
後
ろ
で
最
後
ま
で

立
っ
て
聞
い
て
い
た
の
で
す
。

グ
ル
ノ
ー
プ
ル
で
は
大
き
な
一
1

団
体
の
受
け
入

れ
で
し
た
（
，
そ
の
中
で
も
フ
ラ
プ
ナ
ー
（
ロ
ー

ヌ
・
ア
ル
プ
ス
自
然
保
護
連
盟
）
は
、
市
議
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
゜
ェ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
環
境
但
東

助
役
と
市
議
が
歓
迎
会
を
開
い
て
下
さ
い
ま
し

た
Q
緑
の
党
、
社
会
党
、
共
産
党
が
連
立
政
権
を

作
り
、
与
党
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
驚

い
て
し
ま
い
ま
す
。
話
し
合
い
で
も
「
科
学
者
の

協
力
が
必
要
」
「
グ
ル
ノ
ー
プ
ル
が
核
産
業
を

担
っ
て
い
る
」
「
日
本
も
フ
ラ
ン
ス
の
核
産
業
、
核

実
験
を
支
え
て
い
る
」
「
も
ん
じ
ゅ
の
事
故
な
ど

日
仏
の
情
報
交
換
が
必
要
」
な
ど
、
民
事
・
箪
事

表
裏
一
体
の
核
の
問
題
に
集
中
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
運
動
の
重
要
な
つ
な
が
り
に
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

高校生の証言の会

フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
は
六
回
で
終
わ
り
ま
し
た

が、

H
本
の
侵
略
戦
争
を
深
く
反
省
し
、
核
抑
止

論
と
の
決
別
と
無
軍
備
平
和
主
義
を
主
張
し
て
き

た
私
た
ち
は
、
戦
争
の
準
備
で
あ
る
核
実
験
を
た

と
え
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
許
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
中
国
は
核
実
験
を
続
け
る
と
明
言
し
て

い
ま
す
し
、
米
軍
の
持
ち
込
む
核
は
不
透
明
で

す
。
し
か
も
日
本
は
核
廃
棄
物
を
作
り
続
け
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
た
め
る
ば
か
り
…
。
「
市
民
に
よ
る

フ
ラ
ン
ス
原
爆
展
」
の
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
被

曝
二
世
の
世
代
に
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
が
、

核
兵
器
廃
絶
を
叫
ぶ
だ
け
で
な
く
、
民
事
利
用
を

厳
し
く
問
い
、
核
抑
止
論
を
打
ち
破
る
理
論
、
実

践
を
積
み
重
ね
て
い
か
ね
ば
…
と
痛
感
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
も
ん
じ
ゅ
の
事
故
に
は
自
治
体
も
動

き
だ
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
核
文
明
か
ら
脱
出
す

る
き
っ
か
け
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー
で
「
メ
ル
シ
イ
」
と
チ

ラ
シ
を
受
け
取
り
読
ん
で
く
れ
た
人
、
バ
ケ
ッ
ト

サ
ン
ド
を
か
じ
り
な
が
ら
の
議
論
、
言
葉
の
文
化

を
充
分
に
味
わ
っ
た
今
回
の
行
動
で
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
ー
こ
れ
か
ら
の
課
顆
●

高
校
生
が
議
論
＇

．． 

◆
◆
 

「
核
に
未
来
は
な
い
。
原
発
も
老
朽
化
し
危
な
い

馨
だ
」
と
言
い
な
が
ら
「
具
体
策
は
な
く
、
原

発
を
と
り
あ
え
ず
数
％
石
炭
に
戻
す
と
い
う
こ
と

で
も
実
現
は
不
可
能
だ
」
と
悲
観
的
で
し
た
。

し
か
し
「
核
抑
止
後
、
平
和
を
ど
う
保
つ
か
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
に
つ
い
て
は
、
ピ
ュ

ル
・
プ
ル
ー
の
ク
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
氏
は
「
核
兵
器

の
非
合
法
化
」
を
力
説
、
「
九
三
年
に
始
め
て
タ
ヒ

チ
の
報
道
が
あ
っ
た
」
「
広
島
、
長
崎
両
市
長
の

ハ
ー
グ
で
の
証
言
や
今
回
の
よ
う
な
被
曝
証
言
は

非
人
道
性
を
訴
え
る
た
め
に
も
必
要
」
「
朝
鮮
人

の
強
制
労
働
や
被
曝
は
知
ら
な
か
っ
た
」
e
t
c
．．．
 
と

活
発
な
意
見
が
続
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
日
本
の

非
核
三
原
則
に
は
何
の
力
も
な
い
が
「
非
核
法
」

の
取
り
組
み
も
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
「
国
際
法
」
へ

の
努
力
を
市
民
も
し
て
い
こ
う
と
確
認
し
あ
い
ま

し
た
。ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に
平
和
授

業
の
中
高
校
生
が
四
ク
ラ
ス
来
た
の
で
す
が
、

「
フ
ラ
ン
ス
は
自
由
、
独
立
の
た
め
の
核
は
持
っ

て
よ
い
」
と
男
子
生
徒
が
主
張
し
た
時
で
す
。
先

生
は
「
議
論
を
し
よ
う
」
と
提
案
し
、
自
ら
「
科

学
技
術
の
発
展
は
良
い
が
そ
の
使
い
方
が
問
題

だ
」
と
の
意
見
を
言
い
ま
す
。
被
曝
証
言
を
聞
い
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横
浜
市
北
西
部
・
瀬
谷
区
、
旭
区
に
ま
た
が

る
海
軍
上
瀬
谷
通
信
施
設
が
「
遊
休
化
」
し
て

か
ら
間
も
な
く
一
年
が
た
つ
。
電
波
受
信
・
傍

受
施
設
と
し
て
「
第
七
艦
隊
の
耳
」
と
呼
ば
れ
、

米
核
戦
略
の
中
枢
神
経
と
も
言
わ
れ
た
こ
の
基

地
か
ら
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
型
ア
ン
テ

ナ
の
撤
去
が
始
ま
っ
た
の
は
九
一
年
。
冷
戦
終

結
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
十
五
基
あ
っ
た
ア
ン

テ
ナ
が
次
々
と
姿
を
消
し
た
。
最
後
に
残
さ
れ

た
二
基
も
九
五
年
一
二
月
に
は
撤
去
さ
れ
た
。
か

く
し
て
、
大
都
市
横
浜
の
郊
外
一
等
地
に
、
広

大
な
遊
休
地
一
一
四
(
)
'
.
>
£

(
国
有
地
・
民
有
地
が

約
半
分
づ
つ
）
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

• 
こ
の
よ
う
に
基
地
が
役
割
を
終
え
た
場
合
っ

基地返還
フランス共和国大統領
ジャック・シラク様

い
て
、
る。

「
地
位
協
定
一

ふ
冗
次
の
よ
う
に
定
め
て
い

第
二
条
第
三
項
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
す
る

施
設
及
び
区
域
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
で
も
日
本
国

に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
衆
国
は
、

施
設
及
び
区
域
の
必
要
性
を
前
記
の
返
還
を

目
的
と
し
て
た
え
ず
検
討
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
。

す
べ
て
の
ア
ン
テ
ナ
が
撤
去
さ
れ
た
。
受
信
に

対
す
る
障
害
を
除
去
す
る
た
め
に
周
辺
の
建
物
の

制
限
な
ど
を
し
て
い
た
「
電
波
障
害
防
止
制
限
地

域
」
も
同
時
に
撤
廃
さ
れ
た
。
部
隊
も
ほ
と
ん
ど

が
立
ち
去
っ
た
。
上
瀬
谷
基
地
が
「
こ
の
目
的
の

た
め
に
必
要
が
な
く
な
っ
た
」
こ
と
は
明
ら
か
で

田
巻
一
彦

（
編
集
部
・
上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の
会
）

軍
隊
が
居
座
り
つ
づ
け
る
不
合
理

町
作
り
に
必
要
な
の
に

眉
地
位
協
定
と
市
民
●

貴国はファンガタウファ環礁で、現地時間2

7日午後0時半（日本時間午前6時30分）、再

開後6回目の核実験を世界中の抗議の声を無視

して強行しました。私たちは、通算21 0回目に

なる、貴国による南太平洋の人々と自然に対す

る「核攻撃」に断固として抗議します。

報道されたところによれば、貴国の原子力庁

関係者は、ワシントンで昨年11月、ムルロア環

礁の実験場付近で「ヨウ素13 1が検出された」

と明かしました。環境汚染の事実を他でもない

貴国の専門家が証言したのです。ヨウ素13 1 

と言えば、半減期が8日と極めて短い物質です。

すなわち、これは再開後の核実験によって発生

したものと考えられます。核実験シャフトから

環境への直接漏出経路が出来ている証拠です。

貴国は「環境汚染はない」とくりかえしてきまし

た。それが大ウソであることがこれで明らかに

なったのです！

ぷ,c;, ＇よ灼ゅ硲

かってアンテナが林立していた場所も、今は何もない原っぱだ，

I

,

1

1
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強験実核の目回゜
ー2
 

また貴国国防省に近いシンクタンク、仏国防

研究財団 (FED)のマリエレーヌ・ラベ核問題

専門研究員は、 1月29日、日本の「読売新聞」

のインタビューに次のように答えています。

(Yomiuri 96/1/29) 

一核シミュレーションは何の役に立つの

か？

その答えは必ずしも明確ではない。シミュ

レーションは核実験に代わって核兵器の様々

な構成部分を試験する。だが、本物の実験を

経ない（新型）核弾頭は、現有核弾頭と同等

の性能は持てない。昨年の核実験で試験され

たTN75が、フランスの持ち得る最も高性能

な弾頭ということになる。シラク大統領は昨

年八月、ゼロ・オプションに賛成した。即ち、

ここには、貴国が今回の実験を最後に加入す

るという CTBTがどのような内容のものであ

るかが示唆されています。私たちは、貴国が「す

べての核実験の禁止」を標榜しつつ、「流体核実

験」あるいは「未臨界実験」を続行できるように

この条約を矮小化しようとしているという疑念

を拭いさることはできません。

あらためて繰り返すまでもなく、問われるべ

きは「核抑止論」そのものです。私たちの政府も

この信仰に固執しています。しかし、断じて言い

ます。国民は「核抑止論」は21世紀に向けて乗

り越えられるべき、最悪の遺産であるというこ

とを確信しています。世界の他の国々の民衆と

同じように！

核実験をこれで最後にするのは当然のことで

す。私たちは貴国に求めるのは「未臨界」、コン

ピュータ・シミュレーションを含む核実験全面

放棄を宣言することです。そして、ムルロア及び

ファンガタウファにおける環境調査データを全

面公開し、第三者の調査を受け入れ、住民に対す

る健康調査と、全面的補償に着手することです。

また、核実験の被害を国際杜会に対して訴える

ポリネシアの人々に対する一切の迫害を禁止す

るためのあらゆる措置をとることを、私たちは

求めます。 (96.1.29) 
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原子力譲
入諮瘤報

(79} 

1996.1.1~2.20 
s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

横須賀
◇ 1/5 

◆ 2/5 

◆ 2/10 

◇ 2/17 

◇2/17 

09:58原潜バーミンガム（L)出港。
(95/12/18入港）

14:25原潜コロンプス（L)入港。

13:50原潜ピンタド（S)入港。

09:58原潜コロンプス（S)出港。

12:02原潜ピンタド（S)出港。

ー 横須賀小計（うち原潜） ： 2（2: 

あ
る
。
横
浜
市
も
神
奈
川
県
も
、
「
広
域
避
難
場

所
を
兼
ね
た
自
然
公
園
等
緑
地
を
保
全
し
つ
つ
、

公
共
公
益
施
設
及
び
都
市
施
設
と
し
て
利
用
を

図
る
た
め
」
（
九
六
年
度
「
基
地
問
題
に
関
す
る

対
政
府
要
望
書
」
・
神
奈
川
県
基
地
関
係
県
市
連

絡
協
議
会
）
上
瀬
谷
基
地
の
返
還
を
求
め
つ
づ

け
て
き
た
。
チ
ャ
ン
ス
到
来
、
と
思
い
き
や
、
市

も
県
も
口
を
つ
ぐ
ん
だ
ま
ま
だ
。
そ
の
根
っ
こ

に
は
「
地
位
協
定
」
が
あ
る
。

第
二
条
第
三
項
の
最
大
の
問
題
点
は
、
「
基
地

返
還
」
が
一
義
的
に
米
軍
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
「
必
要
が
な
く
な
っ
た
」
と
判

断
す
る
の
は
米
軍
で
あ
る
。
基
地
の
返
還
を
た

え
ず
「
検
討
す
る
」
の
も
ま
た
米
軍
で
あ
る
。
日

本
側
か
ら
の
返
還
請
求
、
さ
ら
に
は
「
基
地
の

必
要
性
」
と
「
返
還
の
必
要
性
」
を
突
き
合
わ

せ
、
協
議
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
「
地
位
協
定
」
に
は

保
証
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
こ
こ
に
、
い
つ
の
間
に
か
「
確
立
」
し

た
「
原
則
」
が
加
わ
る
。
九
五
年
三
月
に
発
表
さ

れ
た
米
国
防
総
省
の
「
日
米
安
保
報
告
」
に
は

次
の
よ
う
な
下
り
が
あ
る
。
「
施
設
が
整
理
統
合

や
返
還
の
対
象
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、
適
切
な

代
替
地
が
日
本
政
府
の
責
任
に
お
い
て
提
供
さ

れ
る
」
。
「
地
位
協
定
」
の
ど
こ
に
も
「
代
替
地
提

供
は
日
本
の
責
任
」
な
ど
と
は
書
か
れ
て
い
な

い
。
だ
が
国
防
総
省
の
公
式
文
書
に
書
か
れ
て

(

1

2

ベ
ー
ジ
か
ら
）

艦
隊
決
戦
に
必
要
な
長
射
程
の
ミ
サ
イ
ル
を
運
用

す
る
F
1
4
は
そ
の
必
要
性
が
薄
れ
、
戦
闘
攻
撃
機

の
F
1
8
に
徐
々
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
厚
木

で
も
そ
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
攻
撃
機
は

レ
ー
ダ
ー
を
か
い
潜
る
た
め
に
低
空
で
飛
行
す

る
。
＞
そ
の
訓
練
が
、
フ
ロ
ム
・
ザ
・
シ
ー
戦
略
の

も
と
で
激
化
し
て
い
る
の
が
今
の
姿
で
あ
る
。
＞
北

関
東
の
空
域
で
の
艦
載
機
の
対
地
訓
練
の
増
加
も

そ
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
）

低
空
飛
行
訓
練
の
激
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
被
害

の
増
加
は
、
米
軍
の
戦
略
の
変
化
の
結
果
で
あ

る
遥
に
基
地
周
辺
か
ら
全
国
に
拡
が
っ
た
米
軍

佐世保

♦ 1/ 6 

◇ 1/19 

．
 

地
元
の
足
許
を
見
す
か
す
よ
う
に
、
米
軍
は
基

地
の
名
称
を
勝
手
に
「
通
信
施
設
」
か
ら
「
支
援

施
設
」
に
変
更
し
て
し
ま
っ
た
。
（
実
は
、
九
四
年

十
月
に
は
す
で
に
名
称
は
変
わ
っ
て
い
た
と
の
情

報
も
あ
る
）
。
通
信
施
設
と
し
て
は
必
要
が
な
く

な
っ
た
が
支
援
施
設
と
し
て
必
要
、
と
い
う
の
だ

ろ
う
。
同
時
に
流
れ
始
め
た
の
が
、
上
瀬
谷
に
家

族
用
住
宅
を
作
る
と
い
う
風
説
だ
。
か
っ
て
遊
休

化
し
た
池
子
弾
薬
庫
が
、
「
海
軍
補
助
施
設
」
に
名

を
変
え
、
住
宅
建
設
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
プ
ロ
セ

ス
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

機
の
も
た
ら
す
被
害
に
対
抗
し
て
、
低
空
飛
行
を

出
来
な
く
す
れ
ば
米
軍
の
戦
略
に
大
き
な
穴
が
空

く
こ
と
に
な
る
ー
、
；
あ
え
て
大
風
呂
敷
を
広
げ
る
な

ら
ば
、
米
海
軍
が
新
戦
略
を
維
持
す
る
こ
と
と
日

本
に
駐
留
す
る
こ
と
が
両
立
し
な
く
な
る
と
い
う

展
望
も
、
低
空
飛
行
反
対
の
戦
い
の
先
に
み
え
る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

◆

◆

在
独
N
A
T
O軍
の
「
地
位
協
定
」
に
あ
た
る

「
ボ
ン
補
足
協
定
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。
「
共
通
の
防
衛
任
務
を
考
慮
し
た
上
で
、

ド
イ
ツ
側
が
土
地
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

得
る
利
益
が
大
き
い
こ
と
が
明
白
な
場
合
、
明

け
渡
し
請
求
に
対
し
軍
は
適
切
な
形
で
応
ず

る
」
。
「
遊
休
化
し
た
ら
返
す
」
の
で
は
な
い
。
た

と
え
軍
事
的
に
必
要
で
あ
っ
て
も
、
受
け
入
れ

国
に
も
っ
と
有
益
な
使
い
方
が
あ
る
場
合
に
は

返
還
す
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
上
瀬
谷
に
あ
て
は

め
れ
ば
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
の
「
自
然
公
園

等
、
公
共
公
益
施
設
」
と
し
て
の
利
用
計
画
と

「
通
信
任
務
」
あ
る
い
は
「
支
援
任
務
」
が
ハ
カ

リ
に
か
け
ら
れ
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
の

、こ。t
 
沖
縄
県
は
、
「
当
該
自
治
体
の
振
興
開
発
な
ど

に
悪
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
場
合
は
、
米
国
政

府
に
対
し
、
そ
の
返
還
を
要
請
し
、
米
国
政
府
は

そ
の
要
請
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

明
記
す
る
こ
と
」
と
、
地
位
協
定
第
二
条
の
見
直

し
を
求
め
て
い
る
（
前
々
口
区
参
照
）
。
軍
事
的
要

請
は
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
、
地
域
社
会
・
住
民

の
必
要
性
の
前
で
相
対
化
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

だ
と
い
う
当
然
の
主
張
で
あ
る
。
町
作
り
の
障

害
物
・
基
地
を
抱
え
る
地
域
に
と
っ
て
、
第
二
条

の
見
直
し
は
、
切
実
な
要
求
だ
。
◆
◆

14:27原潜ブレマートン（L)入港。

09:51原潜プレマートン（L)出港。
佐世保小計（うち原潜） ：1(1: 

朽イト1:;・ーチ（沖縄・勝淳町）

♦ 1/17 11:07 原潜イ‘ゲィアナポリス (L)入港

◇ 1/18 16:00 原潜イ冴．ィアナポリス (L) 出港

● 1/25 11:07 原潜イ冴・イアサ゚リス （L) 入港

◇ 1/28 13:56 原潜イ万ィアナポリス（ L)出港

約イトピーチ小計（うt原潜） ＇ 
●1996.1]から2.20までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 2(2) 

佐世保 l (1) 

籾イトと•-f 2 (2) 

合計 5(5) 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

；ご靡？梵；・んし品臀たg •9 図畠韮門晶オ胃ど呼・
さに極゜い編 で花上つ 知紐感に大なの盛息てて親
い゜集 Dた集 やさげた象花いじ敬皇ん—大を病入友
ね閾閲虐天羨 で令翁氏焼さ因盈息出ぢ隻倫父戸亨羹
のも導事込 かや象のいんた校持てた実儀と駆た然
黄ろ入のみ なっ「行たが。をて一の母が け 夫

夏詈姜合卒 1喜兵更四塁 賞` 会`信［百夏喜雲ガテ近、 r れかくをフカ たしで← rた の し
キイ代発‘ しらな叩ツ「 長た働と屈企ろtミ見f
‘し化行わ か。ぃ l莱 男つくっぅ業だら舞て
すてががが 出わ。＜のて はて父ぶと戦つたい肝
ぐし合一家 来し知根ぉ＜ 棺つ親ゃ言士たがの、
出まわ週に なら花棒っれ のまのぃぃと゜そ花よ
戸しっせ間降＾いはさほちたゃ横ら家t 、し五の束。
こてた持遅つ忠もわん、や。ーでなでミ妻て 0時を吐
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い
る
の
だ
か
ら
、
日
本
政
府
と
の
合
意
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。
「
遊
休
施
設
」
に
も
代
替
地
を
、
と
は
ナ

ン
セ
ン
ス
と
い
う
他
は
な
い
が
、
い
っ
た
い
誰
が

い
つ
ど
こ
で
合
意
し
た
の
か
。

事
実
、
横
浜
市
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
る

臨
海
部
再
開
発
計
画
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
計

画
地
内
に
あ
っ
た
横
浜
冷
蔵
倉
庫
の
返
還
が
昨
年

合
意
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
替
地
は
何
と
横
浜
市
が

市
の
予
算
を
使
っ
て
港
を
埋
め
立
て
て
用
意
し
て

い
る
の
で
あ
る
！

軍
事
的
要
請
優
先
、
返
還
請
求
権
を
明
記
し
て

い
な
い
地
位
協
定
、
そ
し
て
地
位
協
定
に
す
ら
書

か
れ
て
い
な
い
「
代
替
地
提
供
責
任
」
。
こ
の
与
件

の
中
で
自
治
体
の
「
弱
腰
」
は
醸
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
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＊果たしてこの連中は何ものか？ ガク：

タイです。平和のための。 • 
． 

＊ それぞれ、反戦、反基地、反原発など；

の運動にかかわっている人間が、ヨコスカ・． 
の現場で出会ったことを主たるはじまりと：

して、「うた」を通じて思いを形にし始め：

ました。その小さな歩みが、昨秋のヨコス：

力恒例ピース・フェスティバルでの「この：

さいテープを作ろうぜ」の発言をきっかけ：

に、作品になりました。ついに「カモメが：

飛んだ」 ！。 ・
． 
． 

＊ オリジナルを中心に、ニャリとする替：

え歌もあるよ。作品としてもそれなりのク：
オリティは保っていると思います。ぜひ、：

聴いてください。キャッチピース編集ドレ：

イ第一号、（ま）こと四流バンドマン松戸：
が、サックスを吹いておりますのだ。編集：． 
部でも扱います。ご注文はTELかFAXで：

願います。 ： 
＊ なおこのテープは、ダビングすると火：

を吹く特性を有しております。大変危険な：

ので、買ってお聰きください。 800円：

です。安い！ ： ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

くお問い合わせ先＞
キャッチピース●

TEL045 (433) 3483 FAX045 (593) 1824 

非核市民宣言運動ヨコスカ●

TEL/FAX 0468 (25) 0157 

反核パシフィックセンター東京

神奈川高教組平和運動推進委員会

会計報告
(96.1.18~96.2.20) 

［収入］
0前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳）

597,759 

210.648 

160,500 

゜37,000 
゜3,000 

120,500 

15,709 

39 

4,400 

30,000 

維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンバ収入

預金利子

資料収入

運動収入（ハがキ収益）

［支出］
●今月の支出 322,190 

事務所代 (2月分） 40,000 

水道光熱費 7,039 

電話FAX費（1月分） 4,810 

郵送費 141,484 

文具・備品 。
印刷・コビー代 118,556 

郵便振替等手数料 2,430 

雑費 7,871 

●次月への繰越し 486,217 

＊平和資料協同組合（準）の資料収入は別会計としま

す。

＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの欄に計

上されます。

月刊キャッチピース
No.39（通巻118号）

発行●脱軍備ネットワークキャッチピース

連絡事務所●〒222 横浜市港北区錦ヶ丘

104 ハイツ幸1-B

ft 045(433)3483 

FAX 045(593)1824（田巻気付）

編集●月刊キャッチピース編集委員会

郵便振替●00160-7-136148キャッチピース

定価● 10 0円（通信会員年間3000円）

会
計
か
し

先
月
に
つ
づ
い
て
今
月
も
多
く
の
方
々
か
ら
会

費
の
納
入
、
カ
ン
パ
の
ご
送
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
振
替

用
紙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
嬉
し
い
で
す
。

今
月
は
、
「
低
空
飛
行
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
印
刷
コ

ピ
ー
代
約
七
万
円
）
と

P
C
D
S
（
太
平
洋
軍
備

撤
廃
運
動
）
の
海
外
へ
の
清
報
提
供
活
動
へ
の
賛

助
（
同
じ
く
約
九
万
円
・
昨
年
十
月
か
ら
一
月
ま

で
）
な
ど
で
支
出
が
か
さ
み
ま
し
た
。

例
年
、
こ
れ
か
ら
ニ
ヶ
月
も
す
る
と
財
政
が
大

変
厳
し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
引
き
つ
づ
き
よ
ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

（

や

）
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